
 

福祉レクリエーション用品一覧 
※問い合わせ・申込は、城南区社会福祉協議会（電話８３２－６４２７）へ 

 

 

 

１． あいうえおカード （２セット） 

「あいうえお」の５０音が描かれた単純なカードのため、いろいろな遊びが考えられます 

が、ここでは「言語神経衰弱」と「なにぬねの並べ」をご紹介します。 

他にもカードを並べて言葉を作った後、その言葉が判らないように順序を並びかえ、他の 

人が、正しく並べなおすというゲームなどが考えられます。 

 

「言語神経衰弱」 

裏返しですべてのカードを自由に並べておき、 

自分の順番がきたら、カードを 2枚表にひっ 

くり返し、言葉になればとることができ、言 

葉になっていなければ元に裏返すという遊び 

です。2枚でなく何枚開いても言葉になれば 

とってよい、というルールでやることもでき 

ます。 

 

「なにぬねの並べ」 

 ７並べの「あいうえお」版で、７の代わりに 

「な」行の「なにぬねの」のカードを縦に並 

べておき、自分の順番がきたら、その左右に 

つながる文字のカードを出して並べていく遊 

びです。カードは横列で同じ色になっていま 

す。「ん」の文字が 2枚ありますが、ジョー 

カーと同じ使い方をします。 

 

２． 唱歌カルタ （２セット） 

50年以上前の唱歌の情景を描いた 40枚の 

カルタで、童謡から歌曲までを幅広く選曲し 

ています。 

読み札の代わりに CDで流れる曲のメロディ 

を聞き、歌詞を思い出し、その歌の情景と歌 

い出しの頭文字を描いてあるカルタを見つけ 

出してとります。 

カルタをとったら、皆で楽しく歌います。 

↑カルタ 

←CD 



（効果） 

 ・曲を聞き、情景を思い浮かべ、曲と絵に感動すること 

により右脳を刺激します。 

 ・どこにどんな曲の絵・歌い出しの頭文字のカルタがあ 

るか、空間認識して覚えておき注意分配し、流れるメ 

ロディに素早く反応してとることで、右脳、前頭葉を 

刺激します。 

  ・歌の情景と歌い出しの頭文字の両方に注意を分配する 

ことで、前頭葉を刺激します。（「あ」などの頭文字が数多くあり、文字のみにとらわれる 

とお手つきになります） 

  ・みんなで楽しく歌うことにより、右脳を刺激します。 

  ・脳活性化ゲームの初めに使うと、無表情な人にも笑み浮かび、相互交流でき、効果的です。 

 

３． 思い出カルタ （１セット） 

懐かしい日本の童謡や唱歌５０曲をカラフルな絵柄のカルタにしました。曲の前半が読み札、

後半が絵入りの取り札です。普通の遊び方だけではなく、「歌合わせ」「動物めくり」なども

楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 動物絵あわせ （２セット） 

動物絵あわせは、昭和初期に誕生したカードゲームです。 

（当時は子どもの遊びとして定着していたものなので） 

現在の高齢者の方々のほうがよく知っているゲームとも 

いえます。動物の絵を３区分したカードを使い、よく混 

ぜて各自に配ります。（人数は３人以上で遊べますが、 

もっとも楽しいのは４～６人くらい）その後、順番を決 

めて自分のほしいカードを持っていそうな人を指名しな 

がら、動物を完成させていくゲームです。慣れてくると 

だんだん相手も持っているカードが読めるようになり、それがこのゲームの最大のおもしろ

さでもあります。 

別な使い方もでき、例えば、一度に３枚をめくる神経衰弱、４チーム前後で行うときのス 

キヤキジャンケンカードの代用としても使えるでしょう。 

 

 



５． ゲームレール （１セット） 

ボールを転がして、ボールの止まったところのトランプの点数を競います。カードの位 

置を変えたり、枚数を変えたりするだけでもゲームに変化が生まれます。ゲームが単純 

である分、いくらでもアレンジできます。偶然性が高いので、能力差がみられないのも 

特徴の一つといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ダーツ （２セット） 
（サイズ：縦４７ｃｍ、横４１ｃｍ） 

マグネット式の小さなダーツです。 

 

 

 

 

 

 

 

７．城南ボール（城南区社協で作りました） 

赤・緑・黄色のボールを投げ、カゴにいくつ入った 

か点数を競います。ボールと同じ色のカゴに入った 

ら点数は倍になります。やり方はとても簡単なので 

どなたでも楽しめます。チームに分かれて対戦する 

とさらに盛り上がります！ 

 

 

 

 



８．シルバー川柳かるた （１セット） 

シルバー川柳の掲載作品によるかるたです。ユーモアにあふれた読み札を聞きながら、 

その情景にあった絵柄のかるたを取る遊びです。 

 

 

 

 

 

 

 

９．おくすりかるた （１セット） 

薬の正しい使い方、薬を飲むタイミング、薬の種類や最近の薬剤師の仕事などについての内

容からなっています。楽しみながら薬の正しい知識について知ってもらえるようにと、九州

保健福祉大学の学生が卒業研究の一環として作ったものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．台風ドカン！（１セット） 

箱を左右から押して、箱に取り入れた空気を、鬼の的に当てる遊びです。 

 


